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地下水・地盤沈下検証結果報告書（仮称）・レポートの作成方針について

◼ これまで都は、地下水対策検討委員会において、東京の地盤沈下と地下水の現状の検証を行い、その結果を５

年毎に公表

◼ あわせて、2022(令和４)年度は、地下水の現況や課題、最新の研究成果である実態把握等を分かりやすく提供

できるように、初めて「東京の地下水・地盤環境レポート」を作成

◼ 次年度も報告書及びレポートを公表する予定。これらは、情報の更なる理解促進を図るため、構成を一部見直

すほか、都内地下水の実態把握等の取組成果及び地下水ガバナンス等を中心に、更に情報を加えて記載してい

くことを想定

ご説明内容

１ これまでの検証報告書の振り返り
２ 次回の地下水・地盤沈下検証結果報告書（仮称）及びレポートの作成方針
３ 報告書・レポートの作成スケジュールについて
４ ご議論いただきたいこと
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地下水・地盤沈下検証結果報告書（仮称）・レポートの作成方針について

ご説明内容

１ これまでの検証報告書の振り返り
２ 次回の地下水・地盤沈下検証結果報告書（仮称）及びレポートの作成方針
３ 報告書・レポートの作成スケジュールについて
４ ご議論いただきたいこと
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これまでの地下水・地盤沈下検証報告書の振り返り

◼ 都はこれまで概ね５年ごとに報告書を作成し、東京の地盤沈下と地下水の現状の検証を行ってきた

第１回
(2006(H18)年度）

【方法と結果】 建設局のデータを解析
地下水位：回復傾向、地盤変動量：依然として収縮

第２回
（2011(H23)年度）

第３回
（2016(H28)年度）

【方法と結果】

【方法と結果】

【結論】

【方法と結果】

【結論】

建設局のデータを解析
地下水位：回復傾向、地盤変動量：低地部収縮、台地部は渇水期等に収縮

建設局データの解析に加え新たな視点での分析を実施
・地下水位：回復傾向、地盤変動量：全体的に沈静化も多摩部で局所的収縮
・地盤沈下ポテンシャルが存在
・多摩での揚水の影響が区部低地部の地下水位に影響

・様々な角度から実態把握を推進し、丁寧な検証必要
・地下水の「保全と適正な利用」の調和が重要

第４回
（2022(R4)年度）
※レポートも作成

建設局データの解析に加え学術機関との共同研究の途中成果を報告
・地下水位：回復傾向、地盤変動量：全体的に沈静化も低地部で浅層収縮
・一次元モデルにより大幅な地下水位の低下で地盤沈下の再開余地が示唆
・地下水の複雑な流れが存在することを示唆

・学術機関と連携した実態把握による丁寧な検証が重要
・多様なステークホルダーにおける対話や合意形成が重要（地下水ガバナンス） 4



① 地盤沈下ポテンシャルの検討
難透水層における間隙比の鉛直分布を検証

② 揚水と地下水位の地域間の連動性の検証
同一帯水層をモニタリングしている観測井間の地
下水位と周辺地域の揚水量を解析

※間隙比：土粒子間の隙間の多さを表す。隙間が多いほど、値が高く、
地盤沈下のポテンシャルが高い。

第３回 2016(平成28)年度検証報告書

主な検証内容

主な結果

新たな視点での分析

① 区部低地部・多摩台地部共に、地盤沈下が起きるポテ
    ンシャルが依然として存在し、特に区部低地部は相対
     的に高い値

② 多摩での揚水の影響が、離れた区部台地部・低地部
    の地下水位に影響を与えていることを確認

①間隙比が高い深度があり、
沈下ポテンシャルが存在

②多摩（調布）の揚水減少によ
る地下水位上昇が区部低地

部まで観測

実態把握の推進と地下水の「保全と適正な利用」の調和が重要 5



第４回 2022(令和4)年度検証報告書

主な検証内容

主な結果

学術機関と連携したさらなる実態把握の推進と地下水ガバナンスが重要

① 地下水流動系の解明（筑波大学との共同研究）
地下水の涵養源、滞留時間、流動経路の解明

② 地下水の揚水等の影響予測（東京大学との共同研究）
地下水を、どこで、どれくらい汲んだら、どこに影響が
あるかを予測するモデルの構築

共同研究の途中成果として以下の結果を示した

① 地下水の複雑な流れが存在することを示唆

② 亀戸観測井の一次元モデルにより大幅な地下水位
の低下で地盤沈下の再開余地が示唆

共同研究の成果

①3次元的に流動し、深度により流動傾向が異なる、台地
部に比べ低地部の滞留時間が長い傾向があるなど複雑

②水の絞り出しの遅
れにより、まだ収縮の
余地が残っている箇
所の存在（図は亀戸
第２観測井の例）
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◼ これまで都は、調査研究等を通じて把握した都内地下水・地盤環境の実態を報告書として5年毎に公表

◼ 将来的な地下水ガバナンスを見据え、多様なステークホルダーにおける対話や合意形成が重要

◼ そこで、図・写真などで分かりやすく説明し、広く都民の関心と正確な理解を深めてもらうため「東京の地下水・地

盤環境レポート」を作成（2022(令和４)年度公表）

（再掲）東京の地下水・地盤環境レポートの作成（2022(令和4)年度）

東京の地下水・地盤環境レポート（2022(令和４)年度公表）

・図・写真などで解説
・SDGsについても配慮した内容

https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/kankyo/r6_report1 7



地下水・地盤沈下検証結果報告書（仮称）・レポートの作成方針について

ご説明内容

１ これまでの検証報告書の振り返り
２ 次回の地下水・地盤沈下検証結果報告書（仮称）及びレポートの作成方針
３ 報告書・レポートの作成スケジュールについて
４ ご議論いただきたいこと
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地下水・地盤沈下検証報告書（仮称）の構成について

◼ 都はこれまで概ね５年ごとに報告書を作成し、東京の地盤沈下と地下水の現状の検証を行ってきた

◼ 次年度公表予定の報告書は前回報告書の項目を継承しつつ、よりわかりやすい構成に再編

◼ これまでの学術機関との共同研究等に基づき、東京の地下水環境の地域特性や広域性について考察を追加

◼ さらに国の省令改正などの動向等も踏まえ、持続可能な地下水の保全と利用に向け、地下水ガバナンスについて、

情報を更に充実

◼ その他、生物多様性の視点（湧水など）や地盤沈下に係る数値と事例を追加・充実

生物多様性

※ 次のページに続く報告書構成案
イラスト追加でもう少し具体例？ページ増えてもいい

章 項目 主な記載内容とポイント

第１章

東京の地下
水と地盤沈下

東京都の基本データ 東京の人口・気象・土地利用・水利用

東京の地下水
地下水の基礎、東京の被圧地下水・湧水（不圧地下水）の現状解説、
湧水や水循環における生物多様性

東京の地盤沈下と対策の歴史
地盤沈下発生から規制までの経緯・取組、経済的損失等の数値、土地
の管理事例

湧水の枯渇 湧水枯渇の現状と原因

下線：注力項目
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地下水・地盤沈下検証報告書（仮称）の構成について

を総括して記載

※前ページからの続き

コラム（例）：水循環施策に係る地下水の保全に係る取組、地下水保全の取組事例、湧水生態系 など

報告書構成案

イラスト追加でもう少し具体例？ページ増えてもいい

章 項目 主な記載内容とポイント

第２章

実態把握
の取組

東京の地形・地質 東京の地形成り立ち、地質層序（最新の知見を反映してブラッシュアップ）

東京の地下水と地盤の状況 都内観測井によるモニタリング結果や揚水量報告データ等を基に、地域
ごとの水位・収縮量、揚水量の動向を解析

実態把握に向けた調査研究

（筑波大学・東京大学との共同
研究の成果）

都内地下水のつながりや地盤沈下リスクについて、これまでの共同研究
結果を総括して記載

第３章

今後の東
京の地下
水環境につ
いて

都内地下水環境を取り巻く課題 利用ニーズ（熱利用、災害時等）、都市化・気候変動に伴う影響 等

持続可能な保全と利用へ向け
て（まとめ）

持続可能な地下水の保全と利用のための今後方向性を総括して記載

下線：注力項目
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◼ 2022(令和4)年度公表のレポートはＨＰで公開するとともに、出展や出前授業などで活用

◼ 次回レポートの作成に当たっては、ターゲットや伝える情報等を再整理し、より訴求効果がある構成に再編

構成（例）

レポートの構成について

こんな方へ 基本編 詳細編

東京の地下水の流れについて
知りたい

地下水の基礎知識
（水循環、不圧、被圧地下水）
地下水の流れ（一般論）
東京の地質

共同研究手法とこれまでの結果
（地下水流動系の解明）

地盤沈下について理解したい 東京の地盤沈下の歴史
地盤沈下のメカニズム

共同研究手法とこれまでの結果
（地下水の揚水等の影響）

東京の地下水がどのように使
われているか知りたい

資源としての地下水（揚水量）

東京の湧水（代表的な湧水、湧水
と人の関わり）

持続可能な地下水の保全と利用
（地下水ガバナンスの方向性）

１冊の中で書き分けるということがわかるように

この資料の中で論点何をしてほしい明確にor８枚目でもっと具

体的に議論内容を書く

・今のレポートを前提に組みなおすとこんな感じです、という前

提を説明しておく

○ 現状のレポートに記載の内容をベースにしつつ、最新の知見にアップデート

○ さらに記載内容を「基礎編」と「詳細編」に分け、読者の地下水に関する知識に応じた情報が、

スムーズに入手しやすくなるよう工夫
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（参考）報告書とレポートの章の対応関係

章 項目

第１章
東京の地下水と
地盤沈下

東京都の基本データ

東京の地下水

東京の地盤沈下と対策の歴史

湧水の枯渇

第２章
実態把握の取組

東京の地形・地質

東京の地下水と地盤の状況

実態把握に向けた調査研究
（筑波大学・東京大学との共同研究の成果）

第３章

今後の東京の地
下水環境について

都内地下水環境を取り巻く課題

持続可能な保全と利用へ向けて（まとめ）
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章 項目

地下水の流れ

基礎編

地下水の基礎知識（水循環、不圧・被圧地下水）

地下水の流れ（一般論）

東京の地質

詳細編
共同研究手法とこれまでの結果
（地下水流動系の解明）

地盤沈下

基礎編
地盤沈下のメカニズム

東京の地盤沈下の歴史

詳細編
共同研究手法とこれまでの結果
（地下水の揚水等の影響）

地下水の利用

基礎編
資源としての地下水（揚水量）

東京の湧水（代表的な湧水、湧水と人の関わり）

詳細編
持続可能な地下水の保全と利用
（地下水ガバナンスの方向性）

報告書構成案
レポート構成案

流れ
基礎

流れ
基礎

流れ
基礎

沈下
基礎

利用
基礎

流れ
基礎

流れ
基礎

沈下
基礎

流れ
詳細

沈下
詳細

利用
基礎

利用
詳細

利用
詳細

◼ レポートは、報告書記載の内容から抜粋して記載することを基本とする

◼ 次回レポートと報告書の対応関係は下表のとおり

：レポート記載予定箇所凡例

基礎と詳
細で枠を
作る

章 項目 レポート記載予定箇所※

基礎編 詳細編

第１章

東京の地下
水と
地盤沈下

東京都の基本データ

東京の地下水

東京の地盤沈下と対策の歴史

湧水の枯渇

第２章

実態把握の
取組

東京の地形・地質

東京の地下水と地盤の状況

実態把握に向けた調査研究
（筑波大学・東京大学との共同研究の成果）

第３章

今後の東京
の地下水環
境について

都内地下水環境を取り巻く課題

持続可能な保全と利用へ向けて（まとめ）

報告書構成案

流れ

流れ

沈下

流れ

流れ

沈下

流れ

沈下

利用

利用

利用

※主な記載箇所。それぞれの編だけ読む
読者にも情報の落ちがないよう記載に配慮

流れ
一部

利用

利用 流れ
沈下

一部



地下水・地盤沈下検証結果報告書（仮称）・レポートの作成方針について

ご説明内容

１ これまでの検証報告書の振り返り
２ 次回の地下水・地盤沈下検証結果報告書（仮称）及びレポートの作成方針
３ 報告書・レポートの作成スケジュールについて
４ ご議論いただきたいこと
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本年度の委員会及び報告書・レポート作成スケジュール
2026(R8)
６月

2027
(R９)

第２回開催 第３回開催 第４回開催

報告書・レポート
の作成方針

委員会
主な議題

報
告
書
・レ
ポ
ー
ト
公
表

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

・報告書内容案
（第１章、第２章などの
基礎的内容の章を
中心に提示）

・共同研究のこれまでの
進捗ご報告

報告書素案、
レポート素案
提示

報告書、
レポート
最終案提示

第１回開催
（本日）

報告書修正・レポート作成
都
事務局 報告書作成

適宜ご意見反映
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地下水・地盤沈下検証結果報告書（仮称）・レポートの作成方針について

ご説明内容

１ これまでの検証報告書の振り返り
２ 次回の地下水・地盤沈下検証結果報告書（仮称）及びレポートの作成方針
３ 報告書・レポートの作成スケジュールについて
４ ご議論いただきたいこと
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ご議論いただきたいこと

◼報告書・レポートの作成に当たり、構成内容、注力・追加す

べき視点・項目についてご意見いただきたい。
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